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1. 2021年度業績ハイライト

半期毎営業利益（単位：億円）
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業績の見通し：当期純利益見通しを220億円へ上方修正

配当予想：期末配当は一株当たり190円（通期285円）を予想
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２.第３四半期決算の概要
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２.第３四半期決算の概要

外航海運 世界経済の回復に伴う旺盛な貨物輸送需要に対し、供給面では新造船竣工量が少なかった

ことに加え、コロナ禍により港湾の検疫が強化され滞船が増加したことや、船員交代が難航した

ことなどにより船腹需給は著しくタイトとなりました。それにより海運市況は堅調に推移し、営業

損益は前年同期比約160億円の増益となりました。

ドライバルク ：中国が政策的理由を背景に鉄鋼原料調達先を多様化したことに伴う輸送トンマイルの増加、また穀

物の堅調な輸送需要等に支えられ市況は高水準で推移しました。

タンカー ：大型LPGタンカーは、夏場には船舶需給が緩和し市況が低下しましたが、10月頃から上昇に転じ総

じて安定した水準での推移となりました。

内航海運 製造業や建設部門などの生産活動の回復を受けて荷動きが活性化したことから、ドライ・タン

カーとも輸送量は前年同期比で増加いたしましたが、燃料油価格上昇等の影響により営業損

益は前年同期比で約２億円の減益となりました。

以上により、当第３四半期の連結業績は営業利益201億円（前年同期比158億円増）、経常利益

196億円（前年同期比167億円増）、四半期純利益158億円（前年同期比103億円増）との結

果となりました。
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３.2021年度通期見通し
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３.2021年度通期見通し

業績の見通し：当期純利益は過去最高益となる見込み

配当予想：期末配当予想は一株あたり190円（通期285円）

・ 当社は株主への利益還元を経営上の重要な施策の一つとして位置づけ、2018年度より中間

配当を実施。2021年度も一株あたり95円の中間配当を実施いたしました。今般、通期業績予

想見通しに基づき、前回未定としておりました期末配当予想を一株あたり190円といたします。

・ ドライバルク市況は現在、ブラジルの天候悪化による鉄鉱石輸出の停滞や中国の環境対策強化

に伴う粗鋼生産鈍化等により、特に大型船で軟調に推移しておりますが、当社では第４四半期

は季節的要因によりある程度市況が軟化するとの予想のもと、あらかじめ輸送貨物の確保を進め

てまいりました。

・ また、2020年度に高コスト船の売却や定期用船契約の期限前解約を実施するなど、船隊ポー

トフォリオの見直しを通じて市況軟化局面への耐性を強化したことから、2021年度通期の連結当

期純利益は前回予想を上回り過去最高益となる220億円を見込んでいます。



2022年１月31日:第３四半期決算報告 7

４.活動状況
東京証券取引所の市場区分見直しに伴い「プライム市場」へ移行

サステナビリティ基本方針を策定

本社事務所で再生可能エネルギーの導入を開始

2021年11月より、空調以外に使用している電力を対象に、100%再生

可能エネルギー由来の電力へ切り替えました。これにより、年間約120トンの

CO2排出削減を見込んでおります。

当社は、2022年1月11日付けで株式会社東京証券取引所より公表された新市場区分の選択結果のとおり、同年4月

4日より「プライム市場」に移行します。今後とも皆様にご支援いただけますよう、高いガバナンス水準を備えるとともに、持続的

な成長と中長期的な企業価値の向上に努めてまいります。

当社ではサステナビリティについての考え方を整理し、サステナビリティ基本

方針を策定するとともに、グループ社員全員参加での討論会などを経て、以

下のパーパスを設定しました。

「海上物流で、共に世界の今をつくる責任、未来へつなぐ責任を果たす」

当社には、海上物流で世界を結び人々の暮らしを支える責任があります。

その責任を今も未来も変わらず果たすことが私たちの存在意義であるとの思

いがこのパーパスに込められています。当社は海上物流を通じて、海をはじめ

とする未来の地球環境や人々の豊かな暮らしを支え、サステナブルな社会の

発展に貢献いたします。
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（ご参考）財務アウトルック

当期純利益と期中株価の推移 期末純資産・時価総額



当社ウェブサイト：http://www.nsuship.co.jp

本資料についてのお問い合わせ先：03-6895-6411

NSユナイテッド海運グループは、

誠実で良質な海上輸送サービスの提供を通じて

社会の発展に貢献します。

NSユナイテッド
海運㈱

（外航事業）

NSユナイテッド
内航海運㈱

（内航固体貨物輸送）

NSユナイテッド
タンカー㈱

（内航液体貨物輸送）

海外拠点

国内
子会社

グループ

（本資料に関する注意）
本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が
本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したもので
あり、実際の業績は様々な要因により異なる可能性があります。


